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日本人の名を冠した数少ない気象学的エポニムである「藤原の効果」の起源について文献を調

べた。日本気象学会編『気象科学辞典』（2004）には以下のとおり記されている。「２個の台風

が接近して存在する場合に，両者の中間のある点のまわりを反時計回りに（南半球では時計回り

に）互いに回転し合う相対運動をすること。…」（この項は大西晴夫による）。 

この語は”Fujiwhara effect”として 1950 年には米国気象専門家に広まっていたことが示唆され

る一方、日本では 1964 年の報道まで気象専門家を含めてほとんどの人はこの語を知らなかった

（島田 1970）。藤原咲平（1884～1950）に因むことは広く信じられているが、荒川秀俊

（1958）はこれに懐疑的見解を示し、北尾次郎（1853～1907）が論じたものとしている。藤原

は水槽実験などに基づき渦の盛衰に関する多くの論文を英国気象学会誌などに発表し、藤原の渦

理論として知られていた(Brunt 1941)が、藤原が渦の相互回転方向に関心を示した形跡はない。 

ドイツに留学し Helmholz らに学んでいた北尾次郎は大気中の２つの渦の相互作用を理論的に

議論し、相互運動についても示した（Kitao 1887, 1889, 1895）。ドイツから米国に渡った気象学

者の Bernhard Haurwitz (1905～1986)は北尾の理論に従い、大気中の渦の相互作用を議論した

が、後に「熱帯気象学の父」と称される、やはりドイツ出身の気象学者 Herbert Riehl (1915～

1997)の教示により、北西太平洋に 1945 年 8 月出現した 2 つの台風（米国名 Ruth と Susan）

の相互回転を示す観測資料の存在を知った。対日戦争において、台風による第三艦隊などへの度

重なる被害などに悩まされた米軍は、航空機による台風監視体制を整備し、北西太平洋での台風

の動静は詳細に把握されていた。Haurwitz(1946, 1951）はこれを調べ、大気中の２つの渦の相

互運動を観測資料から初めて確認し自らの理論を検証した。これら２つの台風の動きは米軍北上

を阻み、MacArthur の日本占領・降伏文書調印を 48 時間遅らせたと広く信じられていた。 

「藤原の効果」の命名について、以下の仮説が提案される。 

モンゴル軍の台風による撤退（近年の研究ではほぼ否定される）と日本の神風史観は米軍のプ

ロパガンダにより米国人に知られていた。台風による戦力への少なからぬ被害、神風という台風

の名を冠した特別攻撃隊など、台風は対日戦争における米国人の心理に微妙な影響を与えてい

た。一見奇妙な２つの台風の動きによる占領の遅れは Kamikaze/Divine wind の力をあらためて

米国人に意識させた。実際は関東を襲った別の台風などによる日本の受入態勢の遅れを受けての

延期であったが、世界が大戦の一刻も早い終結を待ち望む中、日本の要求を呑んで占領計画を延

期するとは米国は公言できなかった。1950 年秋、米国でも渦の研究で知られた気象学者であっ

た藤原の逝去の報が伝えられ、藤原が終戦時、中央気象台長であったことが知られた。この最後

に米軍の侵攻を阻んだ現象が「藤原の効果」と呼ばれることになるのは自然なことであったが、

Haurwitz や Riehl は気象学的には公正ではない「藤原の」効果の語は決して用いなかった。 


